
Title 東本願寺の能楽 : 寺侍宮谷を中心に

Author(s) 小林, 英一

Citation 待兼山論叢. 美学篇. 1996, 30, p. 71-91

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/48183

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



東
本
願
寺
の
能
楽

i
l寺
侍
宮
谷
を
中
心
に
｜
｜

、．
E
E
E
J
 

a
F
 

林

英

は
じ
め
に

能
楽
史
に
お
け
る
本
願
寺
の
役
割
は
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
。
山
科
本
願
寺
時
代
（
文
明

1
享
禄
頃
〉
に
は
能
楽
は
教
養
を
平
易
に

広
め
る
た
め
の
方
便
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
天
文
期
の
石
山
本
願
寺
で
は
、
不
穏
な
世
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
規
模

な
演
能
が
た
び
た
び
催
さ
れ
る
ほ
ど
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
専
業
役
者
の
み
な
ら
ず
、
寺
内
の
坊
主
衆
・
侍
衆
な
ど
に
よ
っ
て

も
行
わ
れ
、
坊
官
下
関
少
進
仲
孝
（
仲
之
）
は
、
能
役
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
そ
う
し
た
能
楽
へ
の
噌
好
は
、
近
世
に
本
願
寺
が

東
西
に
分
れ
て
か
ら
も
続
き
、
ま
た
各
地
の
本
願
寺
御
坊
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
本
願
寺
の
能
楽
史
研
究
と
し
て
は
、
資
料
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
石
山
本
願
寺
の
も
の
、
お
よ
び
西
本
願
寺
の
も
の

が
中
心
と
な
っ
て
き
た
が
、
東
本
願
寺
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
も
石
山
時
代
の
遺
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風
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
近
代
に
至
る
ま
で
能
楽
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
東
本
願
寺
の
能
楽
に
つ
い



72 

て
、
ま
ず
石
山
時
代
に
つ
な
が
る
江
戸
前
期
の
状
況
を
概
述
し
、
続
い
て
能
の
催
し
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
寺
侍
宮
谷
家
の
事
績
を
考

察
す
る
。
禁
裏
・
仙
洞
と
と
も
に
近
世
京
都
の
演
能
の
中
心
の
一
つ
で
あ
っ
た
本
願
寺
の
能
楽
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

江
戸
前
期
の
状
況

東
本
願
寺
の
能
楽
は
、
西
本
願
寺
と
同
様
、
石
山
時
代
の
遺
風
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
い
え
る
が
、
そ
こ
に
は
勿
論
西
本
願
寺
と
は

異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
宮
谷
に
つ
い
て
論
ず
る
前
に
、
江
戸
前
期
の
東
本
願
寺
の
能
楽
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て

お
き
た
い
。

宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
『
古
之
御
能
組
』
に
江
戸
期
の
本
願
寺
の
演
能
記
録
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
番
組
に
つ
い
て
は
小
山
思

志
氏
が
「
伊
達
文
庫
「
古
之
御
能
組
」
と
江
戸
初
期
の
能
・
狂
言
（
上
）
（
下
）
」
（
『
東
大
人
文
科
学
科
紀
要
』

m－

H
〉
で
詳
細
に
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ま
、
同
論
文
を
参
照
し
つ
つ
、

『
古
之
御
能
組
』
か
ら
東
本
願
寺
関
係
の
も
の
を
抜
き
出
す
と
、
次
の
八
例
と

な
る
（
①
③
は
巻
号
、

ω闘
は
巻
中
の
掲
載
順
。
小
山
氏
の
整
理
に
準
拠
〉

0

①
例
「
慶
長
八
年
葵
卯
三
月
五
日

京
七
僚
新
門
跡
ニ
テ
ノ
能
」

側
「
慶
長
十
一
年
丙
午
七
月
十
一
日

新
御
門
跡
ニ
テ
ノ
能
組
」

③
刷
「
慶
長
十
三
年
戊
申
正
月
十
一
日

新
門
様
に
て
ノ
能
」

帥
「
慶
長
十
三
年
戊
申
正
月
十
二
日

同
所
に
て
L

凶
「
慶
長
十
四
年
己
酉
正
月
十
一
日

新
門
様
ニ
而
能
」



幽
「
慶
長
十
五
年
寅
虎
三
月
八
日

東
御
門
跡
御
ち
こ
様
お
と
く
と
の
能
」

岡
「
慶
長
十
五
年
寅
戊
三
月
九
日

一
一
日
目
」

側
「
慶
長
十
五
年
寅
戊

一一一日目」

こ
の
う
ち
①
伺
側
と
③
同
帥
凶
は
、
単
に
「
新
門
様
」
な
ど
と
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
西
本
願
寺
の
も
の
か
東
本
願
寺
の
も
の
か
は

明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
全
て
東
本
願
寺
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
記
に
は
「
慶
長
十
一
年
丙
午
九
月
十
四
日
本
御
門
跡
ニ
テ

松
下
御
興
行
ノ
能
」
と
い
う
番
組
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
西
本
願
寺
の
下
問
少
進
仲
孝
の
『
能
之
留
帳
』
に
も
「
当
御
所
一
一
テ
」
と
し
て

東本願寺の能楽

記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
西
本
願
寺
に
て
の
も
の
と
知
ら
れ
る
。
『
古
之
御
能
組
』
で
は
西
本
願
寺
を
「
本
御
門
跡
」
と
呼
ん
で
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
五
つ
の
催
し
は
、

西
本
願
寺
の
『
慶
長
日
記
』

（
本
願
寺
資
料
集
成
）
に
所
載
は
な
い
。
さ
ら
に
、
①

仰
の
催
し
は
金
春
八
郎
（
安
照
〉
を
中
心
に
し
た
も
の
だ
が
、
東
本
願
寺
の
『
重
要
日
記
抜
書
』
（
『
続
真
宗
大
系
』
時
）
の
慶
長
八
年

三

六

O
三
）
三
月
五
日
の
項
に
、
「
御
堂
前
七
聞
に
簾
か
L

り
、
朝
御
勤
に
被
参
衆
を
留
め
、
昼
前
よ
り
御
能
始
申
候
。
金
春
仕
候
」

と
あ
っ
て
、

一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
五
例
は
東
本
願
寺
の
も
の
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
、

「
新
門
様
」
は
慶
長

七
年
に
寺
地
を
与
え
ら
れ
て
後
の
東
本
願
寺
の
礎
を
築
い
た
教
如
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
③
凶
側
聞
に
み
ら
れ
る
「
東
御
門
跡

御
ち
こ
様
」
と
い
う
の
は
、

「
重
要
日
記
抜
書
』
同
年
の
項
に
「
三
月
三
日
御
児
様
融
腕
巳
刻
御
得
度
。

（
略
）
九
日
御
能
之
有
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
教
如
の
子
観
如
で
あ
る
（
法
嫡
は
弟
の
宣
如
が
継
い
で
い
る
）

0

小
山
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

『
古
之
御
能
組
』
は
「
初
代
大
蔵
八
右
衛
門
及
び
そ
の
父
弥
右
衛
門
虎
清
関
係
の
記
録
に
、
二

73 

代
目
八
右
衛
門
関
係
の
貞
享
三
年
薪
能
の
分
が
付
加
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
当
時
の
東
本
願
寺
に
狂
言
大
蔵
流
（
八
右
衛
門
家
も
含
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と
こ
ろ
で
、

む
）
、
が
招
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
重
要
日
記
抜
書
』
に
は
、
上
記
以
外
に
も
演
能
の
記
録
の
抜
書
が
載
る
。
同
書
は
『
続
真
宗
大
系
』
の
解
題
に
よ
る

と

「
粟
津
文
庫
」
中
に
存
し
、
御
堂
僧
が
記
し
た
『
御
堂
日
記
』

（
元
禄
以
前
分
は
完
備
せ
や
す
）
に
依
っ
て
、
慶
長
五
年
三
六

O

O
）
か
ら
元
禄
十
五
年
（
一
七

O
二
）
ま
で
の
東
本
願
寺
内
の
重
要
記
事
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
と
い
う
。
簡
潔
な
記
事
が
ほ
と
ん
ど

〕
は
筆
者
加
筆
〉

0

慶
長
七
年

な
の
で
、
以
下
能
関
係
の
記
事
を
抜
き
出
し
て
み
る
（
丸
ガ
y

コ
内
は
原
本
の
ま
ま
。
〔

（
以
下
直
例
）

慶
長
八
年

慶
長
九
年

慶
長
十
年

慶
長
十
三
年

慶
長
十
五
年

慶
長
十
八
年

寛
永
五
年

寛
永
七
年

寛
永
八
年

正
月
二
日
御
松
拍
子
有
之
。

七
月
五
日
六
日
御
能
有
之
。

三
月
五
日
朝
勤
過
瑚
沈
昨
晩
よ
り
欄
臨
時
百
一
縦
一
端
一
本
船
十
一
四
間
百
ー
銑
柏
戸
山
一
郎

七
月
十
日
如
嘉
例
御
生
御
霊
御
祝
有
之
。
十
一
日
御
祝
儀
御
能
あ
り
。

十
月
三
日
御
能
、
御
所
様
督
様
御
児
様
各
々
簾
の
内
、
公
家
衆
何
度
方
々
J
御
出

〔
七
月
〕
十
一
日
御
対
面
所
前
舞
台
に
て
御
能
あ
り
。

八
月
十
七
日
J
顕
如
様
十
七
回
御
忌
御
法
事
。
廿
六
日
御
能
有
。

一
一
一
月
一
一
一
日
御
児
様
僻
純
巴
刻
御
得
度
。

〔
九
月
〕
廿
六
日
御
能
有
。

（
略
）
九
日
御
能
有
之
。

〔
一
月
〕
二
日
松
拍
子
。

〔
三
月
〕
八
日
御
能
有
之
。

五
月
二
臼
松
拍
子
。
鶴
間
拡
口
な
し
。



承
応
三
年

四
月
廿
二
日
御
児
様
静
聴
泥
御
得
度
。
廿
一
ニ
日
程
至
。

一
一
一
月
廿
三
日
上
棟
。
（
略
）
四
月
十
日
御
移
徒
御
祝
儀
御
能
有
之
。
御
摂
家
方
諸
公
家
衆
御
門
跡
方
一
抑
制
一
時
持
制

審
転
倒
新
御
堂
前
に
新
舞
台
建
。
一
籍
制
町
に
騨
端
野
鮭
際
結
晶
守
幕
弐
間
界
風
御
移
徒
た
め
新
敷
出
来
。

御
能
役
者
、
太
夫
営
団
一
能
誠
一
色
刷
齢
、
脇
時
一
御
坊
盟
店
、
設
吠
一
階
一
位
諸
門
、
狂
言
斗
給
付
誠
一
計
一
昭
一
、
其
外
均
一
一
臥
…
搬
。

役
者
中
へ
袷
十
一
明
、
青
銅
一
時
臼
。
舞
台
（
御
口
被
下
也
〉
。
十
一
日
御
能
有
之
。

明
暦
四
年

明
暦
四
年
（
一
六
五
八
〉
の
も
の
を
除
い
て
は
ご
く
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
抜
書
」
た
る
所
以
で
あ
り
、

原
本
た
る

東本願寺の能楽

『
御
堂
日
記
』
に
は
さ
ら
に
詳
細
な
記
事
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
『
続
真
宗
大
系
』
に
よ
る
翻
字
に
は
省
略
さ
れ
た

も
の
も
あ
る
ら
し
く
、
例
え
ば
慶
長
七
年
の
松
拍
子
の
記
事
に
は
「
以
下
恒
例
」
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
正
月
の
松
曜
子
（
謡
初
と

同
義
）
や
、

「
顕
如
様
十
七
回
忌
」
「
御
児
様
御
得
度
」
「
御
移
徒
御
祝
儀
」
な
ど
の
折
り
に
演
能
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、

貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
本
願
寺
資
料
集
成
の
『
慶
長
日
記
』
『
元
和
日
記
』
『
石
川
日
記
』
等
か
ら
知
ら
れ
る
西
本
願
寺
の

状
況
と
よ
く
似
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
は
出
演
役
者
の
名
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
最
後
の
明
麿
四
年
の
演
能
の
み
は
比
較

的
詳
細
で
あ
る
o

シ
テ
方
を
見
る
と
、

「
今
春
八
左
衛
門
（
安
喜
で
あ
ろ
う
）
」
「
同
名
七
左
衛
門
」
と
金
春
流
の
役
者
が
出
て
い
る
。

ま
た
、

「
宮
谷
頼
母
」
の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
次
節
以
降
問
題
に
し
て
ゆ
く
東
本
願
寺
侍
の
宮
谷
で
あ
る
。
狂
言
の
出
演
役
者

は
、
大
蔵
弥
右
衛
門
・
八
右
衛
円
で
あ
り
、

『
古
之
御
能
組
』
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

75 

と
こ
ろ
で
こ
の
明
暦
四
年
の
催
し
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
弥
右
衛
門
虎
明
の
『
わ
ら
ん
ベ
草
』

（
岩
波
文
庫
〉
に
も
記
事
が
あ
る
。
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笛
吹
あ
ど
の
事
え
そ
う
し
ゃ
方
、
某
外
少
づ
L

の
事
、
笛
の
役
な
り
、
ふ
き
と
り
と
云
狂
言
ハ
、
笛
吹
な
ら
で
ハ
な
ら
ず
、
是
し
ゃ
う
こ
な
り
、

観
世
宗
也
弟
、
宗
与
明
暦
四
年
、
卯
月
十
日
ニ
、
東
御
門
跡
御
能
に
、
互
に
見
物
に
出
し
時
、
右
之
通
は
な
し
い
た
し
候
、
背
ハ
笛
ば
か
り
に
か

ぎ
ら
ず
、
小
つ
立
ミ
、
大
つ
工
ミ
、
太
こ
な
ど
よ
び
出
し
、
さ
か
も
り
に
じ
ゅ
ん
の
ま
ひ
所
望
し
て
、
ま
ハ
せ
し
事
あ
り
、
し
が
な
ど
ハ
、
左
ゃ

う
の
事
す
き
に
て
、
よ
び
出
し
て
ま
ん
ぞ
く
せ
ら
れ
し
と
か
た
ら
れ
し
、
さ
れ
ば
ひ
さ
し
き
、
他
の
家
に
も
せ
う
こ
あ
り
。
（
四
十
七
段
〉

当
日
の
演
能
に
つ
い
て
具
体
的
な
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
の
大
蔵
弥
右
衛
門
虎
明
が
、

「
観
世
宗
也
」
（
新
九
郎
豊
勝
、

小
鼓
方
）
の
弟
「
宗
与
」

（
庄
右
衛
門
元
信
、
同
）
と
こ
の
催
し
を
見
物
し
た
時
に
聞
い
た
話
だ
と
い
う
。

『
重
要
日
記
抜
書
』
に
よ

れ
ば
、
こ
の
と
き
の
小
鼓
方
は
大
倉
長
右
衛
門
・
三
助
で
あ
り
、

「
宗
与
」
は
打
た
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
（
「
宗
也
」
は
既
に
没

L
て

い
た
）
、
ま
た
当
時
六
十
二
歳
で
あ
っ
た
虎
明
（
寛
文
二
年
没
、
享
年
六
十
六
）
も
名
が
あ
が
っ
て
お
ら
ず
、
両
人
と
も
出
演
は
し
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
話
の
内
容
か
ら
、
曲
名
不
明
な
が
ら
、
こ
の
催
し
に
は
曜
子
の
付
く
狂
言
が
出
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

『
わ
ら
ん
ベ
草
』
に
は
他
に
も
三
例
、
東
本
願
寺
の
記
事
が
出
て
く
る
。
全
文
の
引
用
は
避
け
る
が
、

一
段
の
「
有
時
、

前
の
近
衛
わ
う
ざ
ん
様
、
東
御
門
跡
様
に
て
、
青
蓮
院
様
、
こ
ん
ち
ゐ
ん
な
ど
、
御
入
候
折
節
」
、

六
段
の
「
あ
る
時
京
都
、

東
御
門

跡
に
て
、
前
の
近
衛
わ
う
ざ
ん
様
、
予
に
お
尋
ね
あ
り
し
ハ
」
、
そ
れ
に
四
十
七
段
の
「
予
お
さ
な
き
時
、

東
の
御
門
跡
に
て
、

親
長

右
衛
門
宗
悦
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
段
と
六
段
の
記
事
は
同
じ
機
会
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
衛

応
山
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
没
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
演
能
の
時
で
あ
ろ
う
。
四
十
七
段
の
「
親
長
右
衛
門
宗
悦
」
は
大
政

大
倉
流
の
五
世
六
蔵
宣
安
で
、
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
〉
に
没
し
て
い
る
。
虎
明
は
生
涯
何
度
も
東
本
願
寺
に
招
か
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
、
親
の
虎
清
や
弟
の
清
虎
が
関
係
し
て
い
る
『
古
之
御
能
組
』
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

以
上
、
江
戸
前
期
の
東
本
願
寺
で
は
、
西
本
願
寺
同
様
に
機
会
が
あ
れ
ば
演
能
を
催
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
出
演
役
者
に
つ
い

て
知
る
資
料
は
乏
し
い
が
、
狂
言
大
蔵
流
や
金
春
の
役
者
な
ど
、
専
業
役
者
が
主
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
「
宮
谷



頼
母
」
の
名
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

宮
谷
の
活
動

前
節
で
引
い
た
資
料
は
、
主
に
専
業
能
役
者
の
催
し
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
寺
侍
を
本
業
と
す
る
「
素
人
」
宮
谷
に
つ
い
て
の

記
事
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
初
期
か
ら
宮
谷
は
、
東
本
願
寺
の
能
関
係
の
催
し
を
支
え
て
お
り
、
以
下
そ
の
事
績

を
追
っ
て
ゆ
き
た
い
。

東本願寺の能楽

①
謡
初
と
遠
忌
能

官
谷
の
東
本
願
寺
の
能
楽
に
関
す
る
活
動
と
し
て
重
要
な
も
の
に
、
謡
初
と
遠
忌
能
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
す
で
に

ハ
2
）

考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
以
下
概
略
を
述
べ
て
若
干
の
新
見
を
加
え
て
お
く
。

正
月
の
年
中
行
事
で
あ
る
謡
初
は
、
石
山
時
代
か
ら
記
録
に
見
ら
れ
る
が
、
東
本
願
寺
の
も
の
は
慶
長
七
年
に
は
始
め
ら
れ
て
い
る

（
『
重
要
日
記
抜
書
』
）
。
そ
の
後
年
中
行
事
と
し
て
定
着
し
た
よ
う
で
あ
り
、
寛
文
頃
に
は
演
能
を
伴
っ
た
大
規
模
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
延
宝
八
年
（
一
六
八

O
）
に
は
「
御
本
坊
御
倹
約
」
の
た
め
中
断
し
、
以
後
は
不
定
期
に
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

謡
初
で
は
、
門
主
や
坊
主
衆
が
居
並
ぶ
中
を
盃
と
料
理
が
廻
さ
れ
、
定
衆
と
呼
ば
れ
る
坊
主
衆
を
中
心
に
祝
言
の
小
謡
が
謡
わ
れ
る
。

そ
の
中
で
の
宮
谷
の
役
割
は
、
小
謡
の
「
同
音
」
で
あ
る
。

『
粟
津
日
記
』

（
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
寛
文
年
間
の
謡
初

の
同
音
は
「
宮
谷
頼
母
」

「
向
木
工
」
が
謡
っ
て
い
る
。
ま
た
、

『
謡
初
之
次
第
』

（
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
〉
に
よ
る
と
、
宝
暦
六
年

77 

（
一
七
五
六
）
は
「
丹
下
」
、
安
永
十
年
（
一
七
八
一
）
は
「
丹
下
」
「
頼
母
L
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
は
「
丹
下
」
が
同
音
で
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あ
っ
た
（
「
丹
下
」
も
宮
谷
姓
）
。
江
戸
中
期
以
降
は
中
断
さ
れ
る
謡
初
で
あ
る
が
、
寛
文
頃
は
大
規
模
な
も
の
で
、
小
謡
の
後
に
演
能

が
付
随
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
次
能
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
寛
文
二
・
六
・
七
年
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
シ
テ

の
中
心
は
宮
谷
頼
母
・
木
工
で
あ
っ
た
。
西
本
願
寺
で
の
次
能
は
、
春
日
大
夫
や
島
屋
吉
兵
衛
な
ど
、
寺
外
の
役
者
が
起
用
さ
れ
た
が
、

東
本
願
寺
で
は
寺
内
の
侍
衆
が
こ
れ
に
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
寺
内
侍
衆
が
演
能
す
る
と
い
う
石
山
時
代
以
来
の
伝
統
と
い

え
る
。次

に
、
宮
谷
の
宗
祖
遠
忌
能
へ
の
出
演
を
見
て
み
る
。
こ
れ
は
五
十
年
に
一
度
の
宗
祖
親
驚
の
遠
忌
法
要
に
付
随
し
て
催
さ
れ
る
大

規
模
な
演
能
で
、
慶
長
十
六
年
に
西
本
願
寺
で
三
百
五
十
回
忌
の
遠
忌
能
が
催
さ
れ
た
の
を
鴨
矢
に
、
以
後
両
本
願
寺
で
恒
例
に
な
っ

た
。
東
本
願
寺
の
遠
忌
能
の
番
組
は
、
以
下
の
も
の
が
管
見
に
入
っ
て
い
る
。

四
百
五
十
回
忌
（
正
徳
元
年
四
月
五
日
、
四
月
六
日
）

西
本
願
寺
蔵
『
近
世
京
都
等
能
番
組
集
』

五
百
回
忌
（
宝
暦
十
一
年
四
月
二
十
一
日
、
四
月
二
十
六
日
、
五
月
九
日
）

西
本
願
寺
蔵
『
近
世
京
都
等
能
番
組
集
』

五
百
五
十
回
忌
（
文
化
八
年
四
月
七
日
、
四
月
十
日
、
四
月
十
九
日
〉

河
村
隆
司
氏
蔵
番
組

六
百
回
忌
（
文
久
元
年
四
月
三
日
、
四
月
十
日
、
四
月
十
一
日
）

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
『
万
延
・
文
久
年
聞
東

本
願
寺
中
能
番
組
』

六
百
五
十
回
忌
（
明
治
四
十
四
年
五
月
一
日
、
五
月
一
一
一
日
）

芸
州
堂
刊
『
大
谷
派
大
遠
忌
式
能
記
念
帖
』
他

七
百
回
忌
（
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
十
九
日
）

『
金
剛
』
五
十
二
号
所
収
番
組
他

こ
の
う
ち
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
の
四
百
五
十
回
忌
と
宝
麿
十
一
年
（
一
七
六
一
）
の
五
百
四
忌
の
遠
忠
能
に
つ
い
て
は
す
で
に



考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
前
者
は
宮
谷
丹
下
・
宮
谷
三
平
が
登
場
し
、
二
日
間
で
「
翁
」

「
道
成
寺
」
ほ
か
五
曲
を
演
じ
た
宮
谷
丹

下
が
主
た
る
演
者
の
よ
う
で
あ
る
（
三
平
は
六
日
の
「
鍾
埴
」
の
み
）
。
後
者
は
、
宮
谷
丹
下
・
宮
谷
内
匠
が
出
て
い
る
が
、
内
容
的
に

は
野
村
八
郎
兵
衛
・
辰
巳
喜
七
・
川
勝
権
之
進
・
片
山
九
郎
右
衛
門
・
川
北
孫
之
丞
な
ど
と
い
っ
た
専
業
役
者
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

続
く
文
化
八
年
三
八
一
一
）
の
五
百
五
十
回
忌
で
は
、
四
月
七
日
は
宮
谷
三
平
が
「
翁
」

「
高
砂
」
、
宮
谷
丹
下
が
「
道
成
寺
」
を
、

十
日
は
丹
下
が
「
熊
野
」
、
宮
谷
与
平
が
「
海
人
」
を
、
十
九
日
は
三
平
が
「
翁
」
「
高
砂
」
、

丹
下
が
「
間
郡
」
を
演
じ
て
い
る
。

市
出

d
S
1
h
 

に
も
川
勝
権
六
、
竹
田
権
兵
衛
、
片
山
九
郎
右
衛
門
、
野
村
八
郎
兵
衛
が
登
場
し
て
い
る
が
、
宮
谷
は
二
日
に
わ
た
っ
て
「
翁
」
を
担

当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
遠
忌
能
の
中
心
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

東本願寺の能楽

次
の
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
六
百
回
忌
の
時
は
、
宮
谷
映
が
四
月
三
日
に
「
翁
」
「
高
砂
」
「
道
成
寺
」
、
四
月
十
日
に
「
安
宅
」
、

十
一
日
に
「
田
村
」
を
演
じ
、
他
に
官
谷
行
馬
が
三
日
に
「
祝
言
岩
船
」
を
演
じ
て
い
る
。
こ
の
催
し
に
も
、
野
村
三
次
郎
、
竹
田
権

兵
衛
、
片
山
九
郎
右
衛
門
と
い
っ
た
専
業
役
者
が
出
演
し
て
い
る
。
宮
谷
姓
の
役
者
が
遠
忠
能
に
見
ら
れ
る
の
は
こ
れ
が
最
後
で
あ
っ

た。
と
こ
ろ
で
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
の
番
組
に
は
、
こ
の
文
久
元
年
の
遠
忌
能
の
前
後
に
催
さ
れ
た
能
の
番
組
も
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
二
月
一
白
に
「
大
書
院
御
舞
台
開

鳩
杖
勅
許
御
内
祝
」
と
し
て
演
能
が
催
さ
れ
た
。
前
年
に
前
門
主
達
如
（
当
時
八
十
歳
）
が
、

禁
中
か
ら
八
十
歳
以
上
の
重
臣
に
下
賜
さ
れ
る
鳩
杖
の
勅
許
を
得
て
お
り
、
そ
の
祝
儀
と
、
遠
忌
能
の
た
め
の
能
舞
台
が
完
成
し
た
こ

と
を
祝
つ
て
の
催
し
で
あ
る
。
能
だ
け
で
な
く
仕
舞
や
蝶
子
、
狂
言
や
プ
調
一
管
か
ら
構
成
さ
れ
、
宮
谷
映
は
蝶
子
の
「
烏
頭
」
を
勤

め
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
七
日
に
は
「
大
遠
忌
前
御
内
祝
」
と
し
て
、
近
衛
や
買
橋
と
い
っ
た
貴
顕
を
招
い
て
の
演
能
が
あ
り
、
映
は

79 

離
子
「
安
宅
」
と
半
能
「
殺
生
石
」
を
演
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
遠
忌
能
後
の
四
月
十
四
日
に
も
、

御
招

「
御
家
門
方

堂
上
方
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請
」
と
し
て
能
が
催
さ
れ
、
映
は
「
紅
葉
狩
」
を
演
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
遠
忌
能
前
後
に
も
能
の
催
し
が
聞
か
れ
た
の
は
、
東
本

願
寺
の
舞
台
が
西
本
願
寺
の
よ
う
に
常
設
で
は
な
く
組
舞
台
で
あ
り
、
前
門
主
の
祝
儀
も
兼
ね
て
、
同
じ
舞
台
で
一
気
に
催
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
以
降
の
遠
忌
能
に
は
、
宮
谷
は
出
演
し
て
い
な
い
。
明
治
維
新
後
の
東
本
願
寺
内
の
情
勢
の
変
化
と
、
門
主
の
噌
好
の
変
化
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
以
後
東
本
願
寺
の
演
能
は
、
金
剛
謹
之
輔
ら
専
業
役
者
が
中
心
と
な
る
。

②
禁
裏
能

近
世
京
都
の
演
能
の
中
心
は
、
禁
一
美
・
仙
洞
両
御
所
の
催
し
で
あ
っ
た
。
曜
子
を
中
心
に
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
大
規
模
な
演
能
も

多
く
、
そ
の
性
格
に
よ
り
「
表
能
」
「
御
内
々
御
能
」
に
分
け
ら
れ
る
。
書
陵
部
蔵
『
禁
裏
仙
洞
御
能
之
記
』
や
、
『
御
内
々
御
能
一
一
付

太
夫
役
付
帳
』
（
『
芸
能
史
研
究
』
誌
で
前
西
芳
雄
氏
が
紹
介
）
な
ど
に
そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
禁
裏
・
仙
洞
の
能
に
出
演

す
る
こ
と
は
、
役
者
に
と
っ
て
大
変
な
名
誉
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

官
谷
が
出
演
し
た
記
録
を
あ
げ
る
と
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
十
一
月
二
十
九
日
に
禁
裏
の
内
々
の
曜
子
で
「
宮
谷
遠
江
守
」
が

「
海
士
」
を
（
『
近
世
京
都
等
能
番
組
集
』
〉
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
十
月
の
禁
裏
表
能
で
「
官
谷
三
平
」
が
能
「
芦
刈
」
を
（
『
禁

裏
仙
洞
御
能
之
記
』
）
勤
め
て
い
る
。
ま
た
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月
二
十
七
日
の
禁
裏
能
で
は
、
官
谷
映
が
「
翁
」
と
能
「
嵐

山
」
お
よ
び
蝉
子
「
女
郎
花
」
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
催
し
は
最
後
の
禁
裏
能
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
も
野
々
村
戒
三
氏
『
能
楽

古
今
記
』
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
能
へ
の
映
の
出
演
に
関
し
て
、

『
東
本
願
寺
史
料
』
所
収
の
『
上
壇
間
日
記
』
文
久
元
年

五
月
二
十
三
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
（
誤
刻
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
傍
線
で
示
し
、

「一、

〕
で
－
訂
正
し
た
〉
0



一
、
禁
裏
御
所
御
能
楽
屋
奉
行
ぷ
来
状
、
如
左

以
手
紙
得
御
意
侯
、
然
者
来
月
上
旬
之
内
禁
裏
御
所
於
御
内
方
能
御
覧
被
仰
出
候
一
一
付
、
其
御
門
主
御
家
来
宮
谷
映
被
召
御
用
被
仰
付
候
旨
、

御
能
奉
行
橋
本
宰
相
中
将
殿
・
野
宮
宰
相
中
将
殿
被
仰
渡
侯
問
、
明
廿
三
日
出
度
之
儀
可
被
申
渡
段
、
御
能
御
用
掛
本
〔
虫
〕
鹿
織
部
正
・
遠

〔
土
山
〕
淡
路
守
中
関
候
－
一
付
、
巳
地
御
門
玄
関
江
罷
出
候
様
御
達
被
下
度
、
右
可
得
御
意
如
此
御
座
候
、
以
上

五
月
廿
二
日
禁
裏
御
所
御
能
楽
屋
奉
行

木
本
兵
庫

進
藤
右
近
番
長

吉
村
左
衛
門
権
尉

錦
部
内
記

東本願寺の能楽

東
本
願
寺
御
門
主

坊
官
御
中

右
之
通
言
来
一
一
付
此
段
峡
江
相
達
ス

但
右
之
趣

近
衛
様
江
御
屑
之
儀
通
達
方
へ
申
渡

佐
治
頼
母

禁
一
畏
か
ら
「
禁
裏
御
所
御
能
楽
屋
奉
行
」
連
名
で
書
簡
が
届
き
、
そ
の
内
容
は
、

「
御
能
奉
行
」
か
ら
の
宮
谷
映
に
対
す
る
禁
裏
能

へ
の
出
演
依
頼
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
き
翌
日
巳
の
刻
に
「
御
能
御
用
掛
」
か
ら
直
接
申
し
渡
す
の
で
、
映
に
禁
裏
玄
関
ま
で
来
る
よ

う
に
と
の
こ
と
で
あ
る
。
仰
せ
の
ま
ま
に
禁
裏
へ
出
向
い
た
映
は
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
（
同
記
五
月
二
十
四
日
条
〉

0
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一
、
宮
谷
映
よ
り
差
出
侯
書
付
、
如
左

今
日
己
刻
禁
一
一
御
所
御
門
玄
関
江
参
上
、
御
召
ニ
付
罷
出
侯
旨
奏
者
番
へ
申
入
候
慮
、
無
程
御
楽
屋
奉
行
木
本
兵
庫
出
逢
、
此
度
御
能
御
覧
一
一

付
格
別
之
御
沙
汰
ヲ
以
、
頭
取
役
舞
〔
翁
〕
脇
能
嵐
山
白
頭
被
仰
付
候
、
差
支
之
儀
無
之
哉
差
支
無
之
侯
ハ
、
、
謹
而
御
請
被
申
上
旨
被
申
関

候
ニ
付
、
御
門
主
江
申
上
侯
而
御
請
申
上
筈
一
一
候
得
と
も
、
今
日
御
召
ニ
付
御
沙
汰
之
趣
直
様
御
請
可
申
上
候
こ
と
、
兼
而
被
申
付
候
儀
－
一
付
、
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乍
思
召
喜
御
請
奏
申
上
候
、
尤
舞
〔
翁
〕
井
嵐
山
白
須
〔
頭
〕
差
支
無
御
座
旨
栢
登
侯
庭
、
左
侯
ハ
L
其
旨
可
申
上
問
、
暫
相
据
侯
様
と
の
こ

’と一
、
無
程
奥
江
罷
通
侯
様
と
の
旨
、
出
座
正
面
樹
〔
虫
〕
鹿
織
部
正
・
週
〔
土
山
〕
淡
路
守
横
座
へ
御
楽
屋
奉
行
五
人
、
来
月
上
中
旬
之
間
御

能
御
覧
一
一
付
、
格
別
之
以
思
召
被
為
召
侯
旨
仰
添
へ
、
御
苦
労
ニ
存
候
と
織
部
正
演
舌
謹
市
御
請
申
上
、
退
座
致
侯

一
、
退
座
之
上
御
番
組
拝
見
仕
候
、
右
引
取
懸
リ
御
附
武
家
大
久
保
大
隅
守
殿
・
阿
部
越
中
守
殿
へ
罷
成
、
右
被
仰
付
侯
旨
御
申
入
侯

五

月

サ

コ

一

日

宮

谷

映

右
之
越
及
言
上

但
近
衛
様
へ
御
屈
之
儀
通
達
方
へ
申
渡

映
は
禁
裏
へ
行
き
、
楽
屋
奉
行
木
本
兵
庫
か
ら
「
翁
」
と
「
嵐
山
白
頭
」
の
出
演
依
頼
を
受
け
、
受
諾
す
る
。
そ
の
後
内
へ
通
っ
て

虫
鹿
織
部
正
・
士
山
淡
路
守
ら
に
接
見
、
退
座
後
当
日
の
番
組
を
見
せ
ら
れ
て
い
る
。

前
西
芳
雄
氏
の
「
禁
裏
能
に
つ
い
て
の
一
件
書
留

l
i
森
田
柵
内
氏
の
記
録
か
ら
」
（
『
芸
能
史
研
究
』
訂
）
に
よ
る
と
、
禁
裏
能
に

は
、
御
能
奉
行
・
御
用
掛
・
御
楽
屋
奉
行
・
御
能
肝
煎
と
い
っ
た
係
が
あ
っ
た
。
同
稿
で
紹
介
さ
れ
た
文
久
元
年
の
森
田
橋
内
の
禁
裏

能
初
参
に
関
す
る
手
紙
類
に
は
、
御
能
奉
行
と
し
て
橋
本
宰
相
中
将
・
野
々
宮
宰
相
中
将
、
御
用
掛
と
し
て
虫
鹿
織
部
正
・
士
山
淡
路

守
、
御
楽
屋
奉
行
と
し
て
木
本
兵
庫
・
進
藤
左
近
番
長
・
吉
村
右
近
番
長
、
御
能
肝
煎
と
し
て
高
野
九
郎
左
衛
門
・
高
井
十
右
衛
門
・

黒
川
富
蔵
と
い
っ
た
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
御
楽
屋
奉
行
に
つ
い
て
は
、

『
上
壇
間
日
記
』
五
月
二
十
三
日
条
は
四
名
を
あ
げ
、

二
十
四
日
条
は
「
御
楽
屋
奉
行
五
人
」
と
し
て
い
て
一
致
を
見
な
い
が
、
出
演
す
る
役
者
に
よ
っ
て
連
絡
を
担
当
す
る
者
が
異
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
西
氏
に
よ
る
と
、
肝
煎
が
禁
裏
の
能
役
人
と
能
役
者
を
結
び
つ
け
る
役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ

に
は
肝
煎
と
の
や
り
と
り
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
事
前
に
済
ま
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



③
そ
の
他
の
演
能
記
録

宮
谷
の
出
演
記
録
は
、
寛
永
二
十
年
（
一
六
回
三
）
二
月
二
十
六
日
に
宮
谷
頼
母
が
「
東
御
門
跡
に
て
、
定
家
紐
と
き
・
石
塔
の
は

や
し
」
を
舞
っ
た
と
い
う
の
が
最
も
古
い
例
で
あ
り
（
藤
田
六
郎
兵
衛
家
蔵
『
古
今
稀
能
集
』
、
『
芸
能
史
研
究
』
臼
で
西
野
春
雄
氏
が

紹
介
）
、

ま
た
『
明
和
九
辰
十
一
月
光
養
丸
様
御
弘
ノ
節
御
蝉
子
』
（
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
宮
谷
丹
下
が
、
片
山
九
郎
右

衛
門
・
野
村
八
郎
兵
衛
ら
と
と
も
に
出
演
し
て
、
舞
瞬
子
「
高
砂
」
「
東
北
」
を
舞
っ
て
い
る
。
そ
の
他
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、

西
本
願
寺
蔵
『
近
世
京
都
等
能
番
組
集
』
に
見
ら
れ
、
以
下
の
よ
う
な
出
演
記
録
が
あ
る
。

東本願寺の能楽

宝 宝暦 保寛 フ文ロ ヌ文じ フじ 享
暦 文 保
ムノ、 一 ムノ、 四 四 十
年 年 年 年 年 年

年九
五月 一 回

十月 月 十月
月 月 五

七 十 一 一 月一
日 九 九 日 十

日 日 日 一 十
日 四

日

東本 東本 雲 雲 東本 t谷昂~ 

願寺

聖様御鰭組
願寺 願寺

頗寺様喜
丹
下

様内 様御能
宅

御殿
さU主世L 稽

子 組 古
能

宮谷内 t谷内白- 丹宮谷 宮谷頼 宮谷丹 頼宮谷 宮谷 宮谷 官谷 官谷 丹下宮谷

丹 頼 丹頼 「勘
匠 匠 下 母 下 母 下母 下母 忠重

翁ー寸
砂高L一ー寸

乱Lー「ー 翁Lーー寸
江しー口ー寸 姥L山ーー寸

熊野ー「 翁」ー「 西島「 翁しーー「 則」杜「

Lー

行桜」 高「
若

Lー し一

砂~一号ー「
姥山

弓
春コ

養 一「
A 老 乱「砂」 春
幡

龍神L日ー 輪」

し一 日
L... Lー

語
震寺 葛城しーー「 然居オ「自: 

柏
崎

しー

守野
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宝 宝暦 宝暦暦
七 －ノL、- ムノ、

年 年 年
四 一一月 月 十月十 十

八 五
日 日 日

同 同

霊之御

t谷凸L噌 内 内 r谷邑よー，
匠 匠

内

松風

ー「 丹
医 下

高砂 井寺Lー
一「

乱 村L田ー

機 丹下

子、ーノ
丹

呉ー「

L 下 頼政ー「 mi 
L 

遊 歌Lー占ーっ L 

行朝日

書E筆能
L 

こ
こ
か
ら
は
、
江
戸
中
期
の
東
本
願
寺
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
演
能
が
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
で
も
宝
暦

六
年
（
一
七
五
六
）
の
能
は
、
他
に
川
勝
権
六
や
野
村
八
郎
兵
衛
と
い
っ
た
在
京
の
専
業
役
者
も
招
か
れ
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
催
し
の
中
で
宮
谷
姓
の
役
者
は
、
頼
母
・
丹
下
・
内
匠
と
い
っ
た
面
々
が
見
ら
れ
る
。
享
保
か
ら
元
文
頃
に
見
ら
れ
る
「
頼

母
」
は
、
寛
永
二
十
年
の
難
子
や
寛
文
頃
の
謡
初
に
見
ら
れ
た
同
名
の
人
物
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
し
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
と

宝
暦
六
年
に
見
ら
れ
る
「
丹
下
」
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
宮
谷
家
で
は
代
々
幾
つ
か
の
通
称
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
徳
田
隣
忠
（
宝
暦
十
年
に
八
十
四
歳
）
の
『
隣
忠
見
聞
集
』
の
記
事
に
、

「
下
問
頼
母
」
と
い
う
人
物
が
見
ら
れ
る
。

光
貞
卿
御
取
り
立
て
御
世
話
に
て
、
其
頃
よ
き
一
語
能
も
よ
き
と
御
聞
き
遊
ば
さ
れ
し
者
へ
は
、
二
一
郎
右
衛
門
を
遣
は
さ
れ
稽
古
相
談
仕
り
侯
様
に

と
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
東
本
願
寺
の
侍
に
下
問
頼
母
と
て
能
師
あ
り
。
其
頃
京
に
て
取
り
は
や
し
L
者
を
和
歌
山
へ
も
召
し
、
西
の
御
丸
に
て
能

仰
せ
付
け
ら
れ
御
覧
の
後
、
三
郎
右
衛
門
に
相
談
致
せ
と
仰
せ
付
け
ら
る
。
（
以
下
略
）

こ
の
記
事
は
、
紀
州
藩
御
抱
え
役
者
で
あ
っ
た
渋
谷
三
郎
右
衛
門
道
修
（
正
徳
元
年
没
）
が
ど
の
よ
う
な
師
に
つ
い
た
か
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
東
本
願
寺
侍
の
「
下
問
頼
母
」
と
い
う
「
能
師
」
も
そ
の
一
人
だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
宮
谷
頼
母
を
指
す
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
下
問
家
は
石
山
時
代
以
来
の
本
願
寺
坊
官
で
あ
り
、

「
頼
」
の
字
を
名
乗
る
こ
と
が
多
く
、
西
本
願
寺
で

は
江
戸
初
期
ま
で
能
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
、

し
か
し
あ
く
ま
で
両
本
願
寺
で
坊
官
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
り
、
能
役
者
に
よ
っ
て
「
能



師
」
と
し
て
記
録
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
本
稿
で
考
察
し
て
い
る
よ
う
に
、
東
本
願
寺
の
能
の
中
心
は
宮
谷
家
で
あ
る
。
渋
谷

道
修
が
さ
ま
ざ
ま
な
師
か
ら
能
を
学
ん
で
い
た
江
戸
前
期
に
は
、

「
宮
谷
頼
母
」
が
東
本
願
寺
の
能
の
記
録
に
見
え
て
い
る
。
お
そ
ら

く
こ
れ
は
隣
忠
の
記
憶
違
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
「
宮
谷
頼
母
」
は
、
和
歌
山
城
西
の
丸
で
演
能
し
た
こ
と
が
あ
り
、

道
修
の
能
の
相
談
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宮
谷
の
芸
系
に
つ
い
て

本
願
寺
内
で
の
能
の
流
儀
は
金
春
流
で
あ
っ
た
。
石
山
時
代
以
後
、
本
願
寺
の
御
用
役
者
と
い
え
る
ほ
ど
の
活
動
を
し
て
い
た
春
日

東本願寺の能楽

大
夫
や
、
坊
官
で
能
役
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
下
間
少
進
仲
孝
は
金
春
流
で
あ
る
。
彼
ら
は
江
戸
期
に
は
西
本
願
寺
に
属
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
伝
統
は
東
本
願
寺
に
も
同
様
に
受
け
継
が
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
以
下
、
宮
谷
家
の
芸
系
に
つ
い
て
考
察

し
た
い
。

①
流
儀
に
つ
い
て

江
戸
前
期
の
能
役
者
の
所
属
を
記
し
た
大
倉
三
忠
氏
蔵
『
四
座
先
祖
書
』
に
は
、

金
春
浄
元
弟
子

宮
谷
頼
母
」
と
あ

「
東
門
跡

ヲ

Q

。
「
金
春
浄
元
」
は
金
春
八
左
衛
門
家
初
世
の
安
喜
（
寛
文
元
年
没
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頼
母
は
、
江
戸
初
期
の
宮
谷
姓
の
役
者

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
金
春
安
喜
は
、
先
引
の
『
古
之
御
能
組
』
慶
長
八
年
三
月
五
日
に
所
演
の
見
え
る
金
春
八
郎
安
照
の
次
男
で

あ
り
、

ま
た
自
身
も
明
暦
四
年
四
月
十
日
に
演
能
し
て
い
る
（
『
重
要
日
記
抜
書
』
）
の
で
、
東
本
願
寺
と
の
関
係
は
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
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あ
っ
た
。
寺
侍
宮
谷
の
師
匠
に
な
る
の
も
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
は
「
宮
谷
三
平
」
が
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金
春
八
左
衛
門
安
住
に
「
翁
」
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宮
谷
家
と
八
左
衛
門
家
の
関
係
は
深
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
時
代
は
下
る
が
、
『
京
羽
津
根
』
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
・
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
版
に
は
「
宮
谷
直
之
進
」
が
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
版
に
は
「
宮
谷
愛
之
進
」
が
、

い
ず
れ
も
金
春
流
と
し
て
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宮
谷
家
代
々
は
近
世
を
通
じ
て
金
春
流
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
野
々
村
戒
一
一
一
氏
は
、

『
能
の
今
昔
』

で

「ハ宮

谷
）
三
平
・
映
の
父
子
は
東
本
願
寺
の
侍
で
、
流
儀
は
金
剛
流
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

『
京
羽
津
根
』
の
記
述
と
も

〈

3
〉

ま
た
次
節
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
宮
谷
映
は
金
春
流
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宮
谷
が
明
治
に
入
っ
て
金
剛
流
に
転
じ
た
こ
と
か

異
な
り
、

ら
遡
及
し
て
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
維
新
後
の
京
都
の
能
楽
界
は
、
金
剛
流
と
観
世
流
が
大
勢
を
占
め
て
お
り
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に

か
け
て
の
東
本
願
寺
門
主
は
、
代
々
金
剛
流
の
役
者
を
最
良
に
し
て
い
た
。

②
官
谷
映
（
三
平
邦
延
）
の
稽
古
帳
か
ら

宮
谷
映
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
言
及
し
た
よ
う
に
、
文
久
元
年
の
禁
裏
能
や
遠
忌
能
に
出
演
し
、
江
戸
末
期
の
京
都
に
お

け
る
有
力
な
役
者
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
よ
い
ほ
ど
の
活
動
を
し
て
い
た
。
こ
の
映
が
若
年
の
頃
に
記
し
た
能
の
稽
古
控
え
が
法
政
大

学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
目
録
で
は
『
金
春
流
型
附
作
法
書
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
供
に
は
同
文
庫
の
所
有
者

で
あ
っ
た
江
嶋
伊
兵
衛
氏
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
「
官
谷
映

童
名
三
平
邦
延

文
化
八
・
九
年

十
八
・
九
才
記
」
と
い
う
書
き
入
れ

が
あ
る
。
二
冊
か
ら
成
り
、

一
冊
目
の
表
紙
に
は
「
文
化
八
未
年
五
月
再
書

仕
舞
附

東
六
篠
宮
谷
」
、

二
冊
目
に
は
「
文
化
九
壬

申
年
十
月
ヨ
リ

難
子
仕
舞
附
留

外
ニ
色
々
心
得
事
写
在
之

藤
原
邦
延
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
曲
ご
と
の
仕
舞
付
で
あ
る
が
、
目

録
に
あ
げ
ら
れ
た
曲
全
て
に
つ
い
て
内
容
を
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
空
白
の
丁
も
多
い
。



」
の
う
ち
二
冊
目
に
は
、

「
金
春
流
仕
舞
舞
様
定
式
法
秘
事
」
と
し
て
貴
人
の
前
で
の
作
法
を
記
し
た
後
、

「
右
者
文
化
八
年
申
十

月
八
日
ニ
習
請
早
。
右
口
伝
多
ク
在
之
候
故
一
一
荒
増
写
之
。
三
平
邦
延
十
九
歳
秋
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
宮
谷
三
平
邦

延
」
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
当
時
十
九
歳
で
あ
り
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
官
谷
三
平
」

の
名
は
、
既
述
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
禁
裏
能
に
も
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
コ
二
一
千
邦
延
」
が
生
ま
れ
る
前
の
こ
と
で
あ
り
、

世
代
が
違
っ
て
い
る
。
野
々
村
戒
三
氏
は
安
永
五
年
禁
裏
能
の
「
宮
谷
三
平
」
と
宮
谷
映
と
を
父
子
と
し
て
お
り
（
『
能
の
今
昔
』
前

出
記
事
）
、
映
の
童
名
が
「
三
平
邦
延
」
で
あ
っ
た
と
い
う
江
嶋
氏
の
書
き
込
み
は
信
ず
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

」
の
二
冊
目
の
他
の
部
分
に
は
、

「
文
化
中
葵
酉
正
月
五
日
ニ
村
上
勘
兵
衛
ノ
所
江
参
リ
候
処
」
と
し
て
、
竹
の
箇
を
入
れ
て
稽
古

東本願寺の能楽

す
る
と
腰
が
固
ま
る
と
教
わ
っ
た
こ
と
や
、

「
竹
田
権
兵
衛
被
申
候
秘
事
」
と
し
て
、
柱
を
正
面
に
と
っ
て
そ
の
真
ん
中
に
鼻
が
付
く

よ
う
に
足
を
す
る
こ
と
、

ひ
じ
を
張
る
た
め
に
卵
を
は
さ
む
こ
と
、

口
を
ふ
さ
い
で
稽
古
す
る
こ
と
、
な
ど
と
い
っ
た
心
得
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
は
、
近
世
の
稽
古
の
様
子
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
が
、
竹
田
権
兵
衛
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
も

注
意
さ
れ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
宮
谷
家
は
金
春
八
左
衛
門
家
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
の
だ
が
、
実
際
の
稽
古
に
当
た
っ
て

は
、
尾
張
在
住
で
江
戸
で
の
勤
め
も
多
か
っ
た
八
左
衛
門
よ
り
は
、
京
在
の
加
賀
藩
御
抱
え
役
者
の
竹
田
（
金
春
）
権
兵
衛
ら
の
指
導

を
受
け
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
金
春
八
左
衛
門
安
住
の
「
安
住
行
状
之
大
概
』
（
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』

3
）
に
は
、

「
宮
谷
三
平
」
が
安
住
か

ら
「
翁
」
の
伝
授
を
受
け
た
記
事
が
見
ら
れ
る
。
文
政
十
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
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同
二
十
九
日
、
村
上
新
蔵
、
宮
谷
三
平
神
文
之
事
尋
中
越
ス
。

同
晦
日
、
宮
谷
神
文
之
年
号
申
遺
ス
。
井
、
コ
一
平
入
門
之
節
欺
、
翁
免
許
之
砺
敗
、
我
等
共
江
銀
五
枚
ヅ
午
、
随
被
下
侯
様
、
空
覚
候
故
、
権
兵
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衛
江
打
任
置
侯
事
－
一
而
、
礎
与
書
留
無
之
段
、
及
返
答
。

こ
の
「
宮
谷
三
平
」
は
、
先
の
「
三
平
邦
延
」
す
な
わ
ち
後
の
宮
谷
映
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
文
政
十
年
に
は
コ
一
十
五
歳
で
あ
り
、

「
翁
」
伝
授
を
受
け
る
に
相
応
の
年
齢
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
記
事
に
よ
る
と
、
村
上
新
蔵
を
介
し
て
、
官
谷
コ
一
平
が
「
神
文
」

の
こ
と
を
尋
ね
て
き
た
が
、
そ
の
返
事
と
と
も
に
「
三
平
入
門
之
節
欺
、
翁
免
許
之
翻
欺
」
の
謝
礼
銀
の
確
認
を
求
め
た
と
い
う
。
こ

の
村
上
新
蔵
は
『
金
春
流
型
附
作
法
書
』
に
記
さ
れ
た
「
村
上
勘
兵
衛
」
と
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
後
引
の
『
安
住
行
状

之
大
概
』
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
九
月
十
一
日
条
に
よ
る
と
、
安
住
の
「
弟
子
同
前
」
の
存
在
で
あ
り
、
東
本
願
寺
に
よ
く
出
入
り

し
て
い
た
と
い
う
。

宮
谷
映
は
、
若
年
の
こ
ろ
竹
田
権
兵
衛
の
指
導
を
受
け
、

「
翁
」
に
関
し
て
は
金
春
安
住
か
ら
伝
授
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
文
久

元
年
の
禁
裏
能
と
遠
忌
能
で
は
「
翁
」
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
六
十
歳
と
な
っ
て
い
た
映
に
ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
映
以
後
の
役
者
が
そ
う
し
た
大
規
模
な
催
し
に
出
演
す
る
こ
と
は
な
く
、

「
翁
」
を
演
じ
た
最
後
の
宮
谷
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

③
金
春
八
左
衛
門
安
住
と
の
関
係

宮
谷
映
が
安
住
か
ら
「
翁
」
の
伝
授
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
安
住
が
東
西
本
願
寺
と
の
関
係
に
留
意
し
て
い
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
金
春
安
住
と
東
本
願
寺
の
関
係
を
示
す
記
事
を
「
安
住
行
状
之
大
概
』
か
ら
拾
い
、
そ
こ
に
お
け
る
宮
谷

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

安
住
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

一
月
十
六
日
、
東
本
願
寺
を
訪
れ
て
い
る
。



在
京
中
、
先
規
申
立
、
東
本
願
寺
江
御
目
見
願
込
ミ
、
於
白
書
院
、
御
対
顔
有
之
。
ボ
ン
ボ
リ
ノ
中
啓
二
本
、
箱
入
ニ
進
献
ス
。
従
是
、
御
館
入
、

己
後
、
上
京
之
節
々
御
伺
ニ
罷
出
ル
。
此
節
、
御
料
理
被
下
之
、
宮
谷
丹
下
、
始
終
取
呉
ル
。

「
先
規
」
を
申
し
立
て
て
門
主
に
対
面
に
来
た
安
住
を
、
宮
谷
丹
下
が
世
話
し
て
い
る
。
こ
の
「
丹
下
」
は
、
あ
る
い
は
安
永
五
年

禁
裏
能
に
出
演
し
て
い
た
コ
二
平
」
の
改
名
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
能
役
者
の
接
待
も
宮
谷
家
の
仕
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

安
住
は
三
年
後
の
享
和
二
年
二
月
十
九
日
に
西
本
願
寺
も
訪
問
し
て
お
り
、
二
月
二
十
三
日
に
は
「
此
己
後
、
上
京
之
節
々
、
両
本
願

寺
江
御
機
嫌
伺
、
井
、
坊
官
衆
・
御
家
老
・
御
用
人
方
江
茂
見
廻
申
候
也
」
と
、
上
京
の
た
び
に
両
本
願
寺
へ
の
ご
機
嫌
伺
い
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
安
住
は
尾
張
藩
御
抱
え
の
能
役
者
で
あ
る
が
、
奈
良
の
春
日
若
宮
御
祭
の
能
な
ど
を
し
ば
し
ば
勤
め
て
お
り
、

東本願寺の能楽

上
方
を
訪
れ
る
と
き
は
た
い
て
い
京
都
の
竹
田
権
兵
衛
家
に
止
宿
し
て
い
た
。
そ
の
都
度
「
坊
官
衆
・
御
家
老
・
御
用
人
方
」
を
見
舞

っ
た
と
い
う
の
は
、
両
本
願
寺
が
安
住
に
と
っ
て
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

安
住
は
、
文
政
五
年
八
月
に
大
坂
で
勧
進
能
を
催
し
て
い
る
が
、
直
前
の
七
月
一
一
一
日
、
上
京
し
て
両
本
願
寺
を
訪
れ
て
い
る
。

同
六
・
七
日
、
両
本
願
寺
御
門
主
江
、
御
機
嫌
伺
如
例
。
御
進
物
之
外
ェ
、
土
産
品
進
覧
ス
。
興
行
－
一
付
、
願
書
呈
上
ス
。
坊
官
衆
・
家
老
中
・

用
人
中
江
茂
土
産
物
持
参
、
見
廻
。

例
の
ご
と
く
ご
機
嫌
伺
い
に
参
上
し
た
わ
け
だ
が
、
進
物
の
他
に
土
産
物
を
家
中
の
者
に
用
意
し
て
い
る
。
こ
れ
は
勧
進
能
興
行
に

っ
き
「
願
書
」
を
呈
上
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
果
た
し
て
同
月
十
五
日
条
に
は
「
両
本
願
寺
願
済
、
被
下
物
等
、
追
々
承
知
ス
」
と
、

両
本
願
寺
が
「
被
下
物
」
の
一
件
を
承
知
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
勿
論
勧
進
能
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
勧
進
能

終
了
後
の
九
月
十
一
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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同
十
一
日
、
高
安
三
郎
弟
子
・
浪
人
役
者
・
京
在
・
村
上
新
蔵
事
、
年
来
懇
意
－
一
出
入
、
弟
子
同
前
－
一
致
シ
、
殊
ニ
ハ
、
東
本
願
寺
様
江
は
格
別

御
館
入
侯
者
－
一
て
、
今
般
浪
花
奥
行
之
節
も
、
御
装
束
借
用
万
端
ニ
付
、
深
切
ニ
内
外
を
取
扱
呉
候
処
、
ハ
略
〉
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村
上
新
蔵
が
媒
介
と
な
っ
て
、
勧
進
能
の
際
に
東
本
願
寺
か
ら
能
装
束
を
借
用
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
村
上
新
蔵
が
、
宮
谷
三
平
の

「
翁
」
伝
授
に
関
し
て
安
住
と
の
聞
を
取
り
持
っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
本
拠
地
で
は
な
い
大
坂
で
興
行
す
る
安

住
に
と
っ
て
、
京
都
の
本
願
寺
で
豊
富
な
衣
裳
が
取
り
揃
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

た
い
へ
ん
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

安
住
の
大
坂
勧
進
能
は
八
月
二
十
三
日
か
ら
始
ま
り
、
二
十
八
日
に
「
万
事
無
故
障
、
興
行
成
就
ス
」
と
、

一
度
の
延
期
も
な
く
終

了
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
、
二
十
六
日
条
に
「
益
繁
昌
、
評
判
克
、
桟
敷
・
見
物
所
一
一
居
余
り
、
舞
台
・
橋
掛
之
前
通
り
、
竹
垣
之

時
を
も
取
払
、
奥
敷
詰
、
寸
地
を
不
余
、
木
戸
口
ニ
て
断
、
見
物
人
帰
り
候
も
多
、
七
八
十
年
己
来
無
之
程
之
繁
昌
と
、
三
郷
中
諸
向

共
、
賞
美
・
賞
挙
一
、
誠
二
冥
加
之
甚
幸
也
」
と
あ
る
ご
と
く
、
大
成
功
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
う
し
て
安
住
の
大
坂
勧
進
能
は
成
功
裡

に
終
わ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
東
本
願
寺
の
援
助
も
背
景
に
あ
っ
た
。
宮
谷
は
そ
う
し
た
両
者
の
仲
立
ち
と
し
て
も
、
目
立
た
ぬ
な
が

ら
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

む

す

び

本
稿
で
は
多
く
の
官
谷
姓
の
侍
が
登
場
し
た
が
、
そ
の
代
々
に
つ
い
て
、
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
寛
永

か
ら
寛
文
を
経
て
寛
保
頃
ま
で
頻
出
し
た
「
頼
母
」
や
、
江
戸
中
後
期
に
見
ら
れ
た
「
丹
下
」
、
そ
し
て
「
一
一
一
平
」
な
ど
は
、
世
襲
の

通
称
と
思
わ
れ
、

一
人
の
役
者
で
は
あ
る
ま
い
。
い
ず
れ
調
査
を
重
ね
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

こ
れ
ら
官
谷
姓
の
能
役
者
は
、
謡
初
・
遠
忌
能
そ
の
他
の
寺
内
の
能
の
催
し
ゃ
、
ま
た
禁
裏
能
に
も
出
演
す
る
な
ど
、
近
世
を
通
じ

て
内
外
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
石
山
本
願
寺
の
寺
侍
に
よ
る
演
能
活
動
を
坊
沸
さ
せ
る
も
の
と
い
え
、
西

本
願
寺
で
は
そ
う
し
た
存
在
が
江
戸
前
期
に
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
東
本
願
寺
の
能
楽
は
、
維
新
後
の
体
制



の
変
革
の
中
で
、
専
ら
専
業
役
者
を
招
い
て
の
演
能
が
中
心
に
な
り
、
宮
谷
の
名
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
し
か
し
、
近
世
京

都
の
能
楽
の
中
心
の
一
つ
で
あ
っ
た
東
本
願
寺
に
お
い
て
宮
谷
家
代
々
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
、
能
楽
史
上
重
要
な
も
の
と
し
て
記

憶
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
う
。

主
（

1
〉

東本願寺の能楽91 

（

2
）
 

斎
藤
恵
子
氏
「
貝
塚
御
坊
願
泉
寺
と
金
剛
流
能
役
者
長
命
大
夫

l
i
「
長
命
一
件
之
事
」
を
め
ぐ
っ
て

1
l
」
（
『
芸
能
史
研
究
』
問
）
に

貝
塚
御
坊
の
こ
と
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
河
内
屋
可
正
旧
記
』
に
は
富
田
林
御
坊
で
の
能
の
記
録
が
あ
る
。

拙
稿
『
近
世
本
願
寺
の
能
楽
｜
｜
謡
初
・
御
節
の
嫌
子
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
』
（
『
芸
能
史
研
究
』
山
）
、
『
江
戸
中
期
の
宗
祖
遠
忌
能
ー
ー

西
本
願
寺
文
書
「
近
世
京
都
等
能
番
組
集
」
か
ら
！
i
』
（
『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報
』
げ
）
。

前
西
芳
雄
氏
の
ご
一
万
教
に
よ
る
。

（

3
〉

【
追
記
】
本
稿
執
筆
の
た
め
の
調
査
に
当
た
っ
て
、
大
谷
大
学
図
書
館
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
前
西
芳

雄
氏
の
ご
助
言
を
得
、
伊
藤
正
義
氏
に
資
料
を
貸
与
し
て
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
（
文
学
部
助
手
〉


